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平成３１年度 総務部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

総務部長 
岡田 誠 

●使命 

私たち総務部は、総合計画に掲げる「人と自然が織りなす幸せ実

感都市 瀬戸内」の将来像に向かい、顧客満足度を第一に市民ニ

ーズにこたえる市役所をめざすとともに、公共施設の再編を進め

健全で効率的な財政運営を図ります。 

●基本方針 

市民ニーズにこたえる市役所をめざして、全体の奉仕者としての

自覚を持った市民に信頼される職員の育成に努めます。 

また、市民が将来にわたって安心に暮らせるよう、行財政改革を

更に推進することで、安定的な行財政運営を行います。 

所 管 課 総務課・契約管財課・財政課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

３３人 １３人 ４６人 

一般会計 ４，０４３，５１４ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ４，０４３，５１４ 
千円 

（うち人件費） （ ２５０，９１３ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

会計年度任用職員

制度への対応 

会計年度任用職員制度の施行（令

和2年4月）に向けて、制度の構築

を図ります。 

併せて制度構築に伴う関係例規の

整備を行います。 

国（総務省）、先進自治体な

どからの情報収集に努め、早

期に新制度を確立し、スムー

ズに制度移行ができるよう

事務処理を進めます。また、

制度構築に伴い必要となる

関係例規の制定、改正作業を

適正に行います。 

 

新制度での給料、休

暇等の処遇について

検討中。今後は、11

月議会で関係条例の

制定、改正案を提出

できるよう事務処理

を進めていきます。 

10月30日に現在、臨

時職員を雇用してい

る所属向けに制度説

明会を実施しまし

た。 

また、11月議会にお

いて、会計年度任用

職員制度に係る条例

を上程し、12月19日

に可決いただきまし

た。 

条例以外の例規の整

備を行うとともに、

新たに「瀬戸内市会

計年度任用職員 任

用の手引き」を作成

し職員への周知を図

りました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

働き方改革への取

り組み 

働き方改革について、一事業所と

して、瀬戸内市役所においても取

り組んでまいります。 

ワークライフバランスの実現に向

けて業務の効率化を図り、時間外

勤務の縮減に努めます。 

瀬戸内市としての具体的な

取組方針を示します。 

 

・時間外勤務の削減に向けた

取り組み 

・職場環境の改善に向けた取

り組み  等 

 

職員の負担軽減を図るため、

宿日直の外部委託の検討を

進めます。 

 

管理職のマネジメント能力

向上のための研修を実施し、

働き方に対する意識改革を

進めます。 

 

8月に管理職を対象

に組織のマネジメン

ト研修を実施し、管

理職の働き方改革に

向けた意識づけを行

いました。 

引き続き本市の働き

方改革の実現に向け

て取り組んでいきま

す。 

10月、11月で宿日直

業務を外部委託して

いる自治体に視察に

行き、委託先、業務

内容、費用等につい

て具体的な話を聞く

ことができました。

宿直室等の施設面を

見学し外部委託への

課題の確認もするこ

とができました。 

2 月以降、働き方改

革に向けた具体的な

取り組みは行えてい

ませんが、来年度以

降も、管理職の意識

改革に努めるととも

に、宿日直業務の外

部委託の検討を進め

ていきます。 

3 

公共施設再編計画

の策定 

 

公共施設再編計画を見直しし、次

期計画を策定します。 

平成２７年度から５年間取

り組んだ再編計画の取り組

み状況を検証し、平成３２年

度以降の次期計画を策定し

ます。 

各施設の現状と課題

について所管する部

局とのヒアリングを

終え、策定に向け事

務処理を進めていま

す。 

策定に向け事務処理

を進めています。 

引き続き計画内容の

精査を行い、令和２

年９月の策定に向け

事務処理を進めま

す。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

庁舎再編基本計画

及び基本設計に基

づく事業の推進 

 

庁舎再編基本計画及び基本設計に

基づき長船地域構想の実現に向け

事業を推進します。 

 

保健福祉部仮庁舎及び消防

署長船分駐所の実施設計を

行います。 

実施設計業務の発注

を終え委託事業者を

決定し契約していま

す。 

令和2年3月の完了に

向け作業を進めてい

ます 

令和2年3月の完了に

向け作業を進めてい

ます。 

あわせて、保健福祉

部の移転先として本

庁舎西棟1階への移

転案を検討します。 

保健福祉部の移転先

として、仮庁舎新築

案と本庁舎西棟改修

案を比較検討する事

務処理を進めていま

す。 

消防署長船分駐所の

実施設計は業務を完

了し、令和２年度の

工事発注を予定して

います。 

5 

来庁者の利便性の

確保を進め、サー

ビスの向上を図る 

 

本庁舎駐車場の整備、また本庁舎

東側トイレの改修を行います。 

平成30年度から工事を実施

している本庁舎駐車場の整

備及び本庁舎東側トイレ改

修工事を第１四半期に完了

し供用を開始します。 

 

本庁舎駐車場整備工

事は 5月 31 日、本庁

舎東側トイレ改修工

事は6月21日にそれ

ぞれ予定どおり完了

しました。 

現在は施設の供用を

開始し来庁者の皆様

に利用いただいてい

ます。 

今年度予定していた

本庁舎関連整備工事

は全て完了し、来庁

者の皆様にご利用い

ただいています。 

来庁者の皆様にご利

用いただいていま

す。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

6 

安定的な財政運営

の推進 

事務事業の見直しを行い、中期財

政計画を策定します。 

歳入・歳出両面において最大限の

努力を行い、優先順位付けをメリ

ハリのある予算を編成することを

目指します。 

市民が将来にわたって安心に暮ら

せるよう、引き続き健全な財政運

営に努めるとともに、中期的財政

見通しの改善を図ることを目指し

ます。 

 

10 月中に中期財政計画を策

定します。 

 

・令和元年度決算目標値 

実質公債費比率：18％未満 

・令和元年度経常収支比率

85％未満 

・基金残高（財政調整基金・

減債基金）：40億円 

 

適正化計画の協議が

終了し、職員への周

知にむけて、計画書

作成中です。 

・令和元年度決算目

標値 

実質公債費比率：

9.4％ 

・令和元年度経常収

支比率 86.3％ 

・基金残高（財政調

整基金・減債基金）：

37 億円 

10 月 29 日職員に財

政運営適正化計画に

ついて説明を行い、

HP にて公開しまし

た。 

財政調整基金が無く

なってしまうのは、

昨年度計画より、2

年延び、令和 6 年度

となりました。 

令和元年度決算目標

値基金残高見込み

（財政調整基金・減

債基金）47 億円 

 

7 

行政改革のあり方

及び位置づけ 

平成27年3月に策定した行政改革

プランは交付税削減に対応するた

めに、予算削減により財政健全化

を図るものであり、概ね目的は達

成されました。 

これからの行政改革において、こ

の手法では、予算減額のみに主観

があるため、総合的な行政改革が

みえません。そのため、将来を見

据えた行政改革のあり方を検討し

ます。 

行政改革推進委員会を通じ

て、今後の行政改革のあり方

を検討します。 

 

 

未実施 

11 月中の委員会の

開始にむけて準備中

です。 

11 月 21 日行政改革

推進委員会を開催 

本年度作成した中期

財政計画について説

明をしたあと、今後

の行政改革につい

て、税収アップ、人

口増加、観光文化、

企業誘致などの意見

をいただきました。 

12 月以降、具体的な

検討は行えていませ

んが、来年度以降も

引き続き今後の行政

改革のあり方を検討

していきます。 

 


